
 

 

 

大形タカラガイ類の打上 ―田辺湾は世界分布の北限 

 

 2004 年７月 22 日、白浜町臨海の北浜に、珍しいホシダカラガイの貝殻が打ち上がった。

殻の大部分が欠けていたが、口側と周囲は残っており、長さが 95 mm あって、成貝であっ

た。タカラガイ類は、熱帯や亜熱帯の海の代表である。つやのある色模様の貝殻は、まさ

に自然の芸術品である。安産のお守りとして使われたこともあり、子安貝とも呼ばれる。

平安時代初期に書かれた SF『竹取物語』で、かぐや姫が出した難題の一つ『ツバメの子安

貝』は有名な話だ。 

  タカラガイ類のほとんどの種は小形で、人の爪くらいのものが多い。ホシダカラガイ

は田辺湾産の最大種で、貝殻の長さは 10 cm ほどに達する。これほど大きなものなら、多

数見つかってもおかしくないが、ここでは稀にしか捕れないのは、生息数がかなり尐ない

からだろう。田辺湾周辺海域でのホシダカラガイの記録は、1974 年以降の 25 年間でわず

か 13 個体しかないことを、瀬戸臨海実験所元職員の田名瀬英朊さんと樫山嘉郎さんの３人

で、南紀生物 41 巻（1999 年）に報告した。これまで報告した成貝はたった２個体だけだ

ったので、今回の発見は貴重な記録となった。各地での調査から、ホシダカラガイは三浦

半島以南で記録されているのだが、成貝の分布の北限は田辺湾であることが分かった。し

かも、この種の分布の世界の北限ともなっており、貴重な記録なのである。 

 

▲生きたタカラガイ類の軟体部の不思議な形 

 北浜には田辺湾周辺海域に生息するタカラガイ類の大半にあたる 20 種余りが打ち上がっ

ている。本場の沖縄だと、この倍以上の種類がいる。世界中では 200 種ほどが知られるが、

そのほとんどがインド・西太平洋に生息している。南西諸島などに行くと、生きたホシダ

カラガイが観察できる。生体では、軟体部の外套膜がすっぽり貝殻を被うので、一見する

とこの種だとはわからない。一般にタカラガイ類の外套膜は突起だらけで、貝殻の色彩と

は無関係な色合いと模様が入る。特徴ある貝殻を外套膜で隠したホシダカラガイは、生き

ている時を知っていなければ、一見すると大きなウミウシ類としか見えないだろう。 

 タカラガイ類の外套膜は、貝殻の背中側中央で両側からあわさるのだが、巻貝類でこの



ような特徴をもっているものは稀で、マクラガイ類くらいである。このようなむきだしの

外套膜は、貝殻をだんだんと上塗りするので、厚くて丈夫なつややかなものに仕上げてゆ

く。真珠貝やアワビなどを除き、どのような貝殻のつやつやと磨かれた内側よりもタカラ

ガイの貝殻は美しい。 

  タカラガイ類は、軟体動物の中では巻貝類に属するのだが、成貝の貝殻を見ても、「ど

こが巻貝なのか？」と思ってしまう。しかし、幼貝を見ると納得するはずだ。大きな口が

広がり、普通の巻貝の形をしている。逆に、これほど形に差があるため、親子関係を知ら

ないと種が確定できなくなる。元瀬戸臨海実験所職員の森山惣一さんが、1980 年 11 月 19

日に、円月島の近くで生きたホシダカラガイを捕獲した。この貴重な幼貝は、同実験所の

水族館で飼育したものの、翌 1981 年１月６日に死亡した。ホシダカラガイは南方系の貝な

ので、野外と同温の水槽では、当時の冬季の低水温に耐えられなかったからである。 

 

▲タカラガイの生活史 

  タカラガイ類の生活史の概略はほぼ分かっている。雌親が卵嚢を岩の裏などに産み付

け、孵化するまで守っている。よく知られているように、タコの雌親が卵塊を守るのと同

じ母性愛を示す。手厚く保護されたタカラガイの卵は、丈夫なカプセル内で発生を進め、

羽のような面盤をもち、蝶の様な姿のベリジャー幼生に成長する。この小さなプランクト

ン性の幼生は卵嚢から海中に出て、海流に乗って分布を広げる旅に出る。ホシダカラガイ

も遠く南西諸島の亜熱帯の海底で生まれ、黒潮に乗って紀伊半島沿岸にやってきているは

ずである。だが、海底に落ち着いてせっかく小さな貝に育っていても、冬季の水温が低い

年には凍死してしまう。北限分布の海域ではこのような盛衰は否めない。これまで田辺湾

周辺で発見されたホシダカラガイ 13 個体のうち２個体の幼貝は、1976 年の寒波で死亡し

たものである。その年の２月に北浜で発見されたのだが、１月下旪に海水温が 11 度まで低

下したため、28 種 1325 個体ものタカラガイ類が大量死し、この中に混じっていた。 

  田辺湾周辺でホシダカラガイの生きたものを発見するチャンスは尐ない（図）。南紀生

物誌 41 巻で報告した通り、過去にはたった３個体の幼貝だけが生きたまま捕獲され、あと

は死んだ殻ばかりである。１個体だけだが、貝殻の中に腐臭がする軟体部がまだ残ってい

る幼貝もあった。このような状態での記録も生息を記録する重要な証なのである。 



 

図．和歌山県白浜町のシン

ボル・アイランド、円月島

のすぐ前の岩礁で、2008

年 9 月 13 日に発見された

ホシダカラガイの成貝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事務局便り： 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思

われる方は事務局までご連絡ください。 

●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や

中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく

ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、

郵送料をご負担していただくことがあります。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい

ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡

ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物

の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック

ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催

をお手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごい

っしょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 


